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6月9日(火)，10日(水)と酷暑が続いています。

今日の下校時，暑さから身を守るため，

傘をさして下校するよう指導しました。

日傘としての使用です。

今朝のニュースでも，日傘をさして下校させている

学校の様子が放映されていました。

今年度は，夏休みの短縮に伴い，８月上旬まで酷暑の中

登下校するようになります。

学校では，今から以下のことについて指導を重ね，本格的な暑さに

備え，子どもたちの体を慣らしていきたいと考えています。

○ 下校前（登校前）にはたっぷりと水分を補給する。

○ 水筒に水を満タンにして登下校する。

○ 日傘，帽子等で直射日光をさえぎる。

○ 気分が悪くなったら，１１０番の家やお店に助けを求める。

ご家庭でも繰り返しお話しください。

傘をさして歩くと，周囲と近づきすぎず，距離がとれるよさもあります。

なお，文部科学省から以下のような内容の通知が届いています。

登下校時の気温上昇に伴い、熱中症リスクが高まることから、屋外においては、人

と十分な距離（２ｍ以上）を確保した上で、マスクを外すよう指導をお願いします。

なお、マスク着用を希望する児童生徒においては、その限りではありませんが、その

際にはこまめな水分補給を促し、登下校中の熱中症への配慮をお願いします。

学校としても，新型コロナウイルス感染予防と同時に熱中症の予防も重要であると考え，

指導していきます。ご家庭でも繰り返しお話しください。

同様に，ご家族の感染予防についても以下の通知が届いています。

学校の臨時休業中においても子供の感染事例は一定数生じており、その多くは家庭

内での感染と言われています。学校内での感染拡大を防ぐためには、何よりも外から

ウイルスを持ち込まないことが重要であり、このためには各家庭の協力が不可欠です。

学校と家庭の連携が学校内での感染拡大防止のため必要です。

新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心・安全な学校生活を

送ることができるよう、各御家庭においても「新しい生活様式」を踏まえ、別紙のよ

うな取組にご協力いただきたいと考えております。

裏面を参考にし，ご家族皆の健康を守っていきましょう。

平野小学校だより



新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020年5月4日）から抜粋


